
健康戦隊　ラ・ドンレンジャー参上‼
週間体操ラ・ドン
　週間体操ラ・ドン（代表者　谷川武彦さ
ん　会員20名）は平成27年頃に発足。地
域包括支援センター主導の週間体操ラ・ド
ン普及員育成講座がもともとのスタートで
した。育成講座が終了した後、普及員が中
心となって毎週活動を続けています。「介
護予防と認知症予防が重点目標です。お

しゃべりと笑いも大切にしています。この
ような活動が町内の多くの場所で取り組ま
れ、町民の健康寿命が延びることを願って
います」と谷川さんは熱く言います。谷川
さんは６ページの「話を聴かせて」にも登
場。地域における様々な取組みを語りまし
た。
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主な事業・活動の内容

令和５年度　令和５年度　事業計画事業計画 事業計画及び一般会計予算についての詳細資
料は、三朝町社会福祉協議会のホームページ
にて閲覧・ダウンロードすることができます。

「三朝町社協」で検索、または　www.misasa-
syakyo.or.jp/　を入力してください。

重点事項	 1．小地域福祉活動推進体制の強化
� 2．相談支援活動の強化
� 3．在宅福祉サービスの充実

法人運営・広報活動
運営体制を強化し、信頼される法人運営に努めます。
・理事会、評議員会、監事会の開催
・適正な会計事務、庶務全般
・広報誌「福祉みささ」の発行
・福祉大会の開催

地域福祉活動の推進
地域における住民主体の支え合いを推進します。
・集落福祉活動
・愛の輪運動
・ふれあい配食サービス
・福祉関係者合同研修会
・生活支援体制整備事業（町受託）
・いきいきサロン事業（町受託）
・ショッピングデイサービス事業（町受託）
・地区別高齢者交流会の開催
・ご近所茶話会の開催

相談支援の推進
困りごとの相談を受けて、安心できる暮らしのお
手伝いをします。
・総合相談所の開設
・福祉資金の貸付
・日常生活自立支援事業（県社協受託）
・生活困窮者自立支援事業（県受託）
・成年後見制度法人受任（新規）
・ひきこもり支援（新規）

ボランティア活動・福祉教育の推進
「ボランティア・福祉の心」の醸成を目指します。
・ボランティアセンターの運営
・ボランティア団体助成
・介護支援ボランティア事業
・ボランティアスクールの開設
・小中学生デイサービス交流
・福祉教育助成

介護保険、障がい者総合支援事業
「住み慣れた地域で安心してずっと暮らせる」を目
指します。
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・通所介護事業
・障害者居宅介護事業
・障害者地域生活支援事業
・�重度障がい児者医療型ショートステイ整備等事

業（県補助）

その他受託事業
・外出支援事業（町受託）
・産後ヘルパー事業（町受託）
・配食サービス事業（町受託）

三朝町立福祉センターの管理運営
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令和5年度　　予　　　　算
収入科目 決算額 内容

会 費 3,260,000 一般会費、賛助会費、特別会費

寄 付 金 1,500,000 香典返し寄付、一般寄付

補 助 金 29,164,000 町（福祉事業及び施設管理）、県社協

受 託 金 26,294,000 町、県社協、県

共同募金配分金 1,866,000 赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金

介護サービス費 72,649,000 介護保険事業、障がい福祉事業

事 業 収 入 1,262,000 入浴料等の事業利用料

基 金 取 崩 1,000,000 退職給付引当資産取崩収入　等

そ の 他 27,143,000 預金利息、繰越金

収入合計 164,138,000

支出科目 決算額 内容
法 人 運 営 事 業 11,087,000 運営事務費、会議費、役員研修費　等

地 域 福 祉 事 業 13,452,000 ボランティアセンター事業、愛の輪運動　等

共 同 募 金 事 業 2,189,000 広報事業、福祉団体・ボランティア助成　等

介 護 サ ー ビ ス 96,255,000 介護保険事業、障がい福祉事業

町 受 託 事 業 17,145,000 サロン事業、配食サービス事業、外出支援事業　等

県、県社協受託事業 9,031,000 生活困窮者自立支援事業、日常生活自立支援事業

施 設 管 理 事 業 14,979,000 福祉センター管理運営費

支出合計 164,138,000

令
和
５
年
度　

令
和
５
年
度　

新
規
事
業

新
規
事
業

ひ
き
こ
も
り
支
援

　

厚
生
労
働
省
の
定
義
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
は
単
一

の
疾
患
や
障
が
い
の
概
念

で
は
な
く
、「
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
っ
て
社
会
的
な

参
加
の
場
面
が
狭
ま
り
、

就
労
や
就
学
な
ど
の
自
宅

以
外
で
の
生
活
の
場
が
長

期
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
て

い
る
状
態
」と
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
ひ
き
こ
も
り

の
高
齢
化
、
長
期
化
が
鮮

明
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
及
び
そ
の
家
族
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。
相

談
受
付
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
課
題
分
析
）、
関
係
機
関

と
の
連
携
等
に
よ
り
継
続

的
か
つ
包
括
的
な
支
援
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
法
人
受
任（
法
人
後
見
事
業
）

　

成
年
後
見
制
度
と
は
認
知
症
、
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
等
に
よ
り
、
判
断
能

力
が
不
十
分
で
保
護
や
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
人
の
持

つ
財
産
が
で
き
る
限
り
そ
の
人
の
考
え
に

沿
っ
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
次
の
こ
と
を
行

う
制
度
で
す
。

身
上
保
護
： 

生
活
の
維
持
・
向
上
の
た
め

に
財
産
を
活
用
し
、
医
療
契

約
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
契

約
・
社
会
保
障
給
付
の
申
請

等
の
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
。

財
産
管
理
： 

不
動
産
や
動
産
、
預
金
等
の

財
産
の
保
存
・
維
持
及
び
財

産
の
性
質
を
変
え
な
い
利
用
・

改
良
を
目
的
と
す
る
行
為

　

成
年
後
見
制
度
の
概
要
は
表
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
三
朝
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
法
定
後
見
制
度
に
お
け

る
法
人
受
任
に
令
和
5
年
度
よ
り
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、「
誰
も
が
地
域
社
会
の
中
で
、
そ
の
人

ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
三
朝

町
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

成
年
後
見
制
度

法
定
後
見
制
度

補助

ほとんどのことは自分でできる
が、とても大切な財産の管理や身
の回りの手続きについて、自分だ
けですることに不安がある人

一部の契約・手続き
等の同意、取消しや
代理

家庭裁判所が補助人、保佐人、成
年後見人を選任（本人の家族、法律・
福祉の専門家、その他の第三者、
福祉関係の法人やその他の法人）保佐

日常的な買物等は一人でできる
が、不動産等の売買、金銭の貸し
借り等重要な法律行為は誰かが代
わってやらないといけないという
人

財産上の重要な契約
等の同意、取消しや
代理

後見 日常的なことの理解も難しく、一
人では判断できない人

すべての契約等の代
理、取消し

任意後見
制　　度 将来に備えたい人

一人で決めることが
できるうちに任意後
見人を選定

自分で選んだ人を任意後見人にす
ることができる
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社
協
の
人
財

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

介護係
山根　慎一

・�

所
属
と
勤
務
年
数
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

介
護
課
介
護
係
に
所
属
し
て
い

て
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
入
職
し
て
12

年
に
な
り
ま
し
た
。

・�

具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
入
浴
介

助
や
食
事
の
提
供
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
自

宅
で
の
生
活
を
少
し
で
も
長
く
続

け
て
い
け
る
よ
う
に
介
護
職
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ほ
か
の
利
用
者
や
介
護
職
員
と
の

交
流
を
通
し
て
、
社
会
的
孤
立
感

の
解
消
や
認
知
症
を
予
防
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

・�
仕
事
に
お
け
る
や
り
が
い
は
何
で

す
か
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る

こ
と
で
、
心
身
の
健
康
が
保
た
れ

て
い
る
利
用
者
は
多
く
い
ま
す
。

そ
の
た
め
利
用
者
が
快
適
に
過
ご

せ
る
居
場
所
づ
く
り
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
職
員
に
欠
か
せ
な
い
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
中
で
も
、
そ

の
場
所
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
利

用
者
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
使
命
感
は
、
働
く
上
で
最
大

の
や
り
が
い
で
す
。

・�

目
指
す
理
想
像
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

利
用
者
の
立
場
を
考
え
、
思
い

や
り
と
心
遣
い
が
で
き
る
よ
う

日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
接
す
る
際
は
、
傾
聴
を
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
、〝
今
、
何
を
必
要

と
し
て
い
る
か
〟と
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
が

少
な
い
方
に
は
、
表
情
を
よ
く
見

る
よ
う
に
し
、〝
ど
ん
な
気
持
ち
な

の
か
〟と
、
こ
ち
ら
の
想
像
力
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
会
話
が
弾
む
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
の
人
な
ら
話
を
聞
い
て
く

れ
そ
う
」、「
話
を
聞
い
て
な
ん
と

か
解
決
方
法
を
み
つ
け
て
く
れ
そ

う
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

「
愛
の
輪
運
動
」

「
愛
の
輪
運
動
」に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
つ
ど

い　
ふ
れ
あ
い　
さ
さ
え
あ
い　
～
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」を
掲

げ
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
共
に
築
く
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
見
守
り
が
必
要
と

な
っ
た
高
齢
者
等
に
対
し
て
、
普
段
か
ら

お
付
き
合
い
の
あ
る
近
隣
の
人
に
訪
問
員
に

な
っ
て
も
ら
い
、
日
々
の
安
否
確
認
を
行
う

「
愛
の
輪
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
人
が
対
象
に
な
る
？

Ａ 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な

ど
で
日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人
で
す
。

Ｑ
訪
問
員
は
ど
ん
な
人
？

Ａ 

地
区
の
民
生
委
員
と
相
談
し
、
本
人
に

と
っ
て
適
任
と
思
わ
れ
る
人
に
依
頼
し
ま

す
。
ご
近
所
の
気
の
合
う
人
な
ど
に
お
願

い
す
る
場
合
が
多
い
で
す
。

Ｑ
見
守
り
活
動
の
内
容
は
？

Ａ 

日
頃
の
お
付
き
合
い
の
延
長
と
し
て
定
期

的
に
訪
問
を
行
っ
た
り
、
新
聞
や
郵
便
物

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
や
カ
ー
テ
ン
が

開
け
閉
め
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
日
常
生

活
で
の
声
か
け
や
安
否
確
認
を
し
て
も
ら

い
ま
す
。

Ｑ
訪
問
員
だ
け
が
見
守
り
を
す
る
？

Ａ 

愛
の
輪
訪
問
員
だ
け
で
な
く
、
ご
近
所
の

人
に
も
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
福
祉
専
門
職
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
制

度
の
利
用
を
勧
め
る
際
に
、
最
初
は
支
援
を

拒
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
元
々
顔

な
じ
み
の
人
に
日
常
的
な
か
か
わ
り
を
改
め

て
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
深
刻
な
状
況

に
な
る
前
に
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
き
っ

か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
令
和
5
年
3
月
末
時
点　
訪
問
員
24
人
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◆
香
典
返
し
寄
付
者

三　
朝　
　
藤
井　
達
子
様 

（
故 

文
典
様
） 

金
一
封

穴　
鴨　
　
安
田　
　
操
様 

（
故 

允
子
様
） 

金
一
封

山　
田　
　
松
岡　
史
記
様 

（
故 

八
千
雄
様
） 金
一
封

片　
柴　
　
秋
山　
俊
二
様 

（
故 

一
郎
様
） 

金
一
封

今　
泉　
　
栗
原　
伸
章
様 

（
故 

幸
誉
様
） 

金
一
封

熊
本
県　
　
岩
本　
収
宇
様 

（
故 

珠
子
様
） 

金
一
封

木
地
山　
　
小
椋　
隼
人
様 

（
故 

忠
実
様
） 

金
一
封

片　
柴　
　
田
中　
正
一
様 

（
故 

進
様
） 

金
一
封

坂　
本　
　
福
安
小
夜
子
様 

（
故 

政
顕
様
） 

金
一
封

倉
吉
市　
　
岡
本　
幸
一
様 

（
故 

延
枝
様
） 

金
一
封

山　
田　
　
黒
川
真
理
子
様 

（
故 

藤
田
千
世
子
様
） 

金
一
封

上
西
谷　
　
岩
本　
照
子
様 

（
故 

哲
侑
様
） 

金
一
封

木
地
山　
　
小
椋　
　
忠
様 

（
故 

克
様
） 

金
一
封

◆
一
般
寄
付
者

西
小
鹿　
　
吉
田　
義
宏
様 

（
退
院
に
際
し
て
） 

金
一
封

※  

寄
付
者
及
び
寄
付
金
額
の
記
載
は
、
寄
付
者
ご
本
人
の

了
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
金
一
封
の
記
載

は
金
額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
寄
付
者
の
ご
本
人
の
意

思
に
よ
る
も
の
で
す
。

～
あ
り
が
と
う

�

ご
ざ
い
ま
し
た
～

《
寄
付
紹
介
》

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
等
の

	

貸
出
に
つ
い
て

　

三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
集
落
や

地
区
で
の
行
事
用
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
用
具
、
テ
ン
ト･
い
す
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ン
ロ
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
運
搬
は
使
用
者

で
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【レクリエーション･イベント用品】
輪投げ、パットゲーム、バッゴー　等 各500円/日
テント、パイプいす、長机 無料
バーベキューコンロ、鉄板、焼きそば用
鉄板、大鍋、蒸し器 各500円/日

ポップコーン機、綿菓子機、炊き出し用
大鍋 各1,000円/日

【福祉用品】
車いす 500円/月
� （短期間の貸出は無料）

総合相談のお知らせ
相談の区分 担当者 相談日 相談時間 場所/電話番号

人権に関する相談 人権擁護委員

社協窓口にて随時
受付、各相談員へ
引き継ぐ

８：30 ～ 17：00
三朝町立
福祉センター

 ☎43－3388

子育てに関する相談 主任児童委員
行政に関する相談 行政相談員
心配事に関する相談 総合相談所相談員
介護に関する相談 介護支援専門員
生活の困窮などに関する相談 社協担当専門員

行政相談については毎月第３水曜日に相談窓口を開設しています。時間　９：00 ～ 12：00
開設日 開設場所 開設日 開設場所 相談電話

５月17日(水) 文化ホール 10月18日(水) 福祉センター
三朝町立
福祉センター

 ☎43－3388
三朝町
総合文化ホール

 ☎43－3512

６月21日(水) 福祉センター 11月15日(水) 文化ホール
７月19日(水) 文化ホール 12月20日(水) 福祉センター
８月16日(水) 福祉センター １月17日(水) 文化ホール
９月20日(水) 文化ホール ２月21日(水) 福祉センター

３月13日(水) 文化ホール
令和4年度　相談受付件数　5件
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―
賀
茂
地
域
協
議
会
で
の
取
組
み

　
福
祉
環
境
部
長
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
目
的
に
「
わ
た

げ
カ
フ
ェ
」を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
防
止
の
寸
劇
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
笑
い
溢
れ
る
井
戸
端

会
議
の
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

集
ま
る
機
会
が
減
り
、
人
と
人
が
接
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
人

た
ち
が
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
も
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、【
な

ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】を
開
設
し
ま
し

た
。
賀
茂
地
域
協
議
会
と
し
て
相
談
用
携

帯
電
話
も
準
備
し
て
、「
ど
こ
に
聞
い
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」「
少
し
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
相
談
を
受
け
付
け

―
週
間
体
操
ラ
・
ド
ン

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
来
た
経
緯
は
さ
っ

き
話
し
た
と
お
り
（
表
紙
参
照
）で
、
介

護
予
防
と
認
知
症
予
防
を
重
点
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
脳
ト
レ
に
も
力
を
入
れ
て
い

て
、
私
が
前
に
出
て
ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
飽
き
さ
せ
な
い
、
慣

れ
さ
せ
な
い
、
刺
激
を
与
え
る
」を
心
が

け
て
い
ま
す
。
他
に
も
○
○
音
頭
の
よ
う

な
踊
り
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
も

筋
ト
レ
や
記
憶
力
強
化
の
要
素
が
あ
る
と

思
っ
て
い
て
、
特
に
日
本
舞
踊
は
す
ご
い

と
感
じ
ま
す
。「
中
腰
で
の
舞
い
」は
筋
力

強
化
に
な
り
ま
す
し
、「
振
り
付
け
を
覚

え
る
」は
脳
の
活
性
化
に
な
り
ま
す
。
実

際
に
日
本
舞
踊
を
し
て
い
た
人
は
姿
勢
も

き
れ
い
で
、シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
み
さ

さ
サ
ン
サ
ン
バ
ス

運
行
開
始
の
時
は
、

「
利
用
方
法
を
教
え

て
ほ
し
い
」と
相
談

が
あ
り
、
町
役
場
に

よ
る
住
民
説
明
会

開
催
に
つ
な
げ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
相
談
し
て
も
え
え

ん
だ
ろ
う
か
」と
い

う
気
持
ち
の
敷
居

を
低
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
民
生
委
員
と
し
て

　
昨
年
の
12
月
か
ら
民
生
委
員
も
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
、
先
輩
方
に
教
え
を
請
い
な
が
ら
の

活
動
で
す
。
た
だ
待
っ
て
い
て
も
誰
か
ら

も
声
は
か
か
ら
な
い
の
で
、
地
域
に
出

て
、
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
何
の
心

配
も
な
さ
そ
う
な
人
で
も
、
よ
く
よ
く
話

を
聴
い
て
み
れ
ば
、「
か
か
っ
て
く
る
電

話
が
詐
欺
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
」「
や
っ
ぱ

り
サ
ン
サ
ン
バ
ス
の
使
い
方
が
分
か
り
づ

ら
い
」等
い
ろ
ん
な
声
が
あ
り
ま
す
。
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
原
点

　
母
の
介
護
を
体
験
し
た
こ
と
が
私
の
取

組
み
の
原
点
に
あ
り
ま
す
。
母
は
寝
た
き

り
状
態
で
し
た
が
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご

し
ま
し
た
。
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
笑

顔
で
冗
談
を
交
え
な
が
ら
接
す
る
と
、
母

も
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
る
。
そ
れ
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
で
も
安
心
し

て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
認
知

症
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
づ
ら
い
世
の
中

だ
と
思
い
ま
す
が
、
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
や
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方
等

が
広
く
理
解
さ
れ
、
支
え
合
い
の
優
し
い

地
域
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
取
組
み
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

話話
をを
聴
か
せ
て

聴
か
せ
て

べっぴん音頭

牧区　谷川武彦さん

（64歳）

専門職との打ち合わせ
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